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１．はじめに 

巡礼は世界に普遍的にみられる人間の文化的行為であり,巡礼

路は出発地と巡礼目的地を結ぶ巡礼が行われる空間である。熊野

参詣道伊勢路は平安時代から江戸時代にかけて,巡礼が実践され

た道である。特に近世には,伊勢参宮の後,西国三十三所巡礼のた

め,熊野三山の一座で西国一番札所の那智山青岸渡寺へ向かう巡

礼者が年間 2 万人前後通過した。こうした歴史性が評価され,そ

の一部は2004年に世界遺産に登録された 1)。しかし,世界遺産登

録が一部に限定された結果,巡礼路としての空間が持つ特徴や巡

礼に関係する諸要素には,等閑に付される部分も発生している。巡

礼者は道を辿って空間を移動しており,道だけでなくその空間展

開にも何らかの意味づけがなされていると考えられる。本研究は,

近世の熊野参詣道伊勢路が,全域にわたってどのような巡礼空間

として機能していたかを解明することを目的とし,それにより,巡

礼空間の諸要素が特定され,文化遺産としての適切な保護が図ら

れるものと考える。 

熊野参詣道伊勢路に関して,巡礼空間の特徴を検討した先行研

究には,現地踏査等により経路を特定した調査 2)や,道中案内や道

中日記の記述により峠道等の状況を検討した研究 3),西国三十三

所巡礼の起点部分に当たると指摘した研究 4)があるが伊勢から熊

野まで全体の巡礼空間を研究したものはない。巡礼空間について

は,巡礼の実践記録から復元した研究 5)や,地域住民が発掘した聖

なる空間とする研究6),巡礼者の認識による構築物7)もしくは社会

的構築物 8)として理解する研究がある。本研究では巡礼空間を巡

礼者に働きかけを行う空間としてとらえる。空間が人に働きかけ

を行う作用に注目した研究には,社寺参道において検討した研

究 9)や,近世の遊楽空間において検討した下村らの研究 10)がある。

下村らは,近世の遊楽空間の分析において,「空間の異界性,非日常

性を支え,来訪者の心の状態や気持ちの切り替えや高まりに働き

かける空間的仕掛」のことを「装置性」として定義し,遊里や芝居

町の空間の特質を明らかにした。本研究ではこの定義を参考に,

道中案内が示す情報と空間展開の中に見られる「空間的仕掛」の

組合わせが巡礼者の意識を変化させるととらえ,この組み合わせ

を巡礼路の「装置性」として把握し,伊勢から熊野までの区間に渡

って施された装置性を解明する。 

２．研究方法 

巡礼は聖地を巡るという側面と旅行の側面があると考えられる。

したがって,近世における熊野参詣道伊勢路の装置性を解明する

ため,まず道中案内に記載される礼拝施設・見所（以下施設等と記

す）を抽出する。道中案内は巡礼者が旅をするにあたり携帯する

ガイドブックであり,そのため巡礼者に注意喚起する事項を記述

し,その印象や活動を規定すると考えられる。このことから,道中

案内に記載のある施設等は巡礼者にとって何らかの意味を有する

と考えられる。抽出作業にあたっては,これまでに入手できた元禄 

図‐1 熊野参詣道伊勢路位置図 
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年間から天保年間までに刊行された道中案内を用いる 11)。これら

道中案内はいずれも刊本であり,西国巡礼の道中案内として共通

の性格を持っており,刊行段階での執筆者の巡礼旅に対する認識

を反映しているものと考えられる。そこで,これら道中案内に記載

されている施設等について,記述の有無や記述内容から,重要視さ

れていたと判断される施設等を抽出する。次いで,抽出された施設

等の特性について,自治体史等の記述を確認する文献調査と,現地

踏査により施設等が行程において巡礼とどのような関係を有する

かについて把握を行う。加えて,地形のよみとり作業から伊勢山田

から熊野新宮までの地勢と当時の旅人の歩く速度を考慮して,当

時の巡礼者と施設等の関係を検討し,これら施設等が巡礼者に対

し,巡礼旅と関連付けて認識されていたかについて考察する。 

３．結果 

（１）礼拝施設の展開 

１）礼拝施設の抽出とその性格 

まず,沿道に展開する礼拝施設について,道中案内から抽出を行

った。その結果,近世を通じてかたよりなく紹介され,重要視され

続けていたと思われる5箇所が抽出された（表‐1）。
次に,各礼拝施設の性格について検討した（表‐2）。
「瀧原大神宮」は,三重県度会郡大紀町に所在する伊勢神宮別宮

の瀧原宮である。創祀は平安時代以前にさかのぼり 12),近世の道

中案内では式年遷宮を示して伊勢神宮と同様であることを示す。

一方,嘉永6（1853）年の『西国三十三所名所図会』（以下『名所

図会』）13)では,鳥居前に神宮寺があり,三十三体観音の安置を記す。

以上より,瀧原大神宮は近世には伊勢神宮と西国巡礼に関連する

礼拝施設として巡礼者に認識されるものであったと考えられる。 

「天狗岩窟」は三重県尾鷲市南浦に所在する寺院で,今日では岩

屋堂と呼称される。道中案内では石仏があることが示される。現

地踏査すると,天然の岩屋を仏堂として利用したもので、堂内には

室町時代造立の聖観音菩薩坐像 1 躯のほか,延宝 5（1677）年の

三十三体石仏が安置される 14)。以上から,天狗岩窟は近世には西 

表‐1 道中案内における礼拝施設記載状況 

文献番号 1 2 3 4 5 6 7 
 刊行年 

施設名 
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 

観音庵 ○ 

千福寺 ○ ○ 

瀧原大神宮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浄光寺 ○ 

明神 ○ ○ 

薬師尊 ○ 

岩舩山地蔵堂 ○ ○ 

天狗岩窟 ○ ○ ○ ○ 

地蔵 ○ ○ 

日輪寺 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

観音堂 ○ 

正崇寺 ○ 

宮 ○ 

清水寺 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

花の岩や ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○は記載のあることを示す。 網掛けは17,18,19世紀にそれぞれ記載のある礼拝施設。 

表‐2 近世を通じて紹介される礼拝施設 

施設名 由来 内容 関連 

瀧原大神宮 瀑布 伊勢別宮・三十三体観音像 伊勢・西国 

天狗岩窟 岩窟 三十三体観音石仏 西国 

日輪寺 山頂 熊野本地仏・伊勢寄進・西国前札所 熊野・伊勢・西国 

清水寺 瀑布 京都清水寺との関係を想起 西国 

花の岩や 巨岩 伊弉冊尊・特異な祭礼 伊勢・熊野 

国巡礼に関連する施設として巡礼者に認識されたと考えられる。 

「日輪寺」は三重県尾鷲市の八鬼山山頂付近に所在する寺院で,

今日では八鬼山荒神堂と呼称される。道中案内は,本尊は三宝荒神,

脇侍は阿弥陀,薬師,観音と記し,坂の途中に町石の存在を示すも

のがある。今日でも小堂が存続し,本尊の天正四年銘石像三宝荒神

立像のほか,三躯の石仏が安置される 15)。阿弥陀如来,薬師如来,

観音菩薩は熊野三山の本地仏である。また,八鬼山越えに遺存する

町石には銘文に伊勢山田の住人らによる寄進を刻むものがあ

る 16)。さらに,尾鷲には当寺は「西国巡礼前札所」という口碑が

残る。以上より,日輪寺は,熊野,伊勢,西国巡礼に関連する礼拝施

設として巡礼者に認識されたと考えられる。 

「清水寺」は三重県熊野市の清滝の上流に所在した寺院である。

道中案内では田村丸建立の観音堂で本尊は千手観音とされる。『名

所図会』所引の「清水寺縁起」は,坂上田村麻呂（田村丸）との関

係を強く示し,京都府京都市東山区所在で坂上田村麻呂を本願,本

尊千手観音,西国三十三所第十六番札所,音羽の滝で著名な音羽山

清水寺との強い関連性を想起させる。清水寺は近世には西国巡礼

関連の礼拝施設として巡礼者に認識されたものと考えられる。 

「花の岩や」は三重県熊野市に所在する現在の花の窟神社の神体

である大岩壁である。道中案内では,非常に高い「岩壁」「岩山」

があり,その前に鳥居,井垣,石灯籠があることが記され,2 月に祭

礼があるとする。一方,『名所図会』においては,日本書紀を引用

し天照大神の父母神である伊弉冊神の葬地であるとされる 17)。ま

た,道中案内で紹介される祭礼は現在の「お綱かけ神事」であると

考えられる。この特異な神事は熊野三山との関係性を想起させる。

以上花の岩やは伊勢神宮や熊野三山に関連する礼拝施設として巡

礼者に認識されるものであったと考えられる。 

このように,近世を通じて紹介される5箇所の礼拝施設は,自然

環境を背景に中世以前に創祀され,近世には,熊野三山・伊勢神

宮・西国巡礼に関連付けられた施設として巡礼者に認識される施

設であったことが明らかとなった。 

２）礼拝施設の立地と新たに追加された礼拝施設 

 次いで,これら礼拝施設の立地について検討した。まず,伊勢山

田から熊野新宮までの経路をコンピュータソフト 18)を用いて作

成した縦断図に，抽出した5箇所の礼拝施設の位置を記入し（図

‐2,礼拝施設上段）,礼拝施設の立地を把握した。また，近世の

旅人が 9 里/日歩行するとして 19)伊勢から何日目に礼拝施設に到

達するかを算出した。その結果,抽出された5箇所の礼拝施設は，

1日目を除いて伊勢から熊野までの間,毎日いずれか1箇所以上を

通過することが明らかとなった。 

19世紀になると,伊勢から1日目の行程の範囲に新たに礼拝施

設が紹介される。「観音庵」は,道中案内に「西国札所はじめ」と

記され,現地には三十三体観音石仏や「順礼道引観世音」の標柱が

遺存する。旧境内の調査から文化年間に整備された礼拝施設であ

ると考えられる 20)。また,「千福寺」は中世以前の成立が文献か

ら知られ,今日でも寺院入口に「順礼手引」の標柱が残る 21)。江

戸時代中期の 18 世紀半ばには西国巡礼に関連付けられた礼拝施

設へと転換したものと考えられる。これら2つの寺院は,17世紀

には巡礼に関連付けられた礼拝施設のなかった1日目の行程を補

完する礼拝施設であると考えられる（図‐2,礼拝施設下段）。

３）礼拝施設の意味と立地 

以上より,近世の伊勢山田から熊野新宮までの熊野街道沿道に

立地した礼拝施設の性格が明らかとなった。伊勢山田から熊野新

宮までの熊野街道沿道には,創祀が中世以前に遡る礼拝施設（瀧原

大神宮・天狗岩窟・日輪寺・清水寺・花の岩や）が存在しており,

近世を通じて意図的に礼拝施設を整備（観音庵・千福寺）するこ

とも行われた。これら礼拝施設は,いずれも伊勢神宮,熊野三山,

西国三十三所巡礼等,巡礼旅と関連付けられていた。さらに,これ
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ら礼拝施設は,巡礼者の歩行 1 日あたり 1 箇所以上通過するよう

に立地していた。このように,巡礼者は,巡礼の目的地等に関連付

けられた礼拝施設に毎日参詣する状況にあったと考えられる。巡

礼者は,旅の途中でこれら礼拝施設に遭遇することで,自分が歩く

道が伊勢神宮から熊野三山,西国三十三所へと続く巡礼道である

ことを確認できたものと考えられる。このように,近世の伊勢山田

から熊野新宮までの街道には,旅の行程 1 日毎に巡礼者を礼拝施

設に参詣させる空間的仕掛けが存在し,それらは道中案内によっ

て巡礼旅と関連付けられていたことが明らかになった。 

（２）礼拝施設以外の見所の展開 

１）見所の抽出 

 次に,道中案内から礼拝施設以外の重要視されていた見所と考

えられる箇所について抽出を行った。道中案内には,巡礼旅におい

て経由する集落や宿場の名称や,礼拝施設の名称のいずれにも属

さない土地や事物等の名称が記されている。これらを「見所」と

して把握する。 

見所については,記述内容が各道中案内で異なり,礼拝施設ほど

の画一性が見られない。そこで,分析対象の 7 冊の道中案内のう

ち,過半数の 4 冊以上の道中案内で紹介されている見所が重要視

されていたと考え,分析対象として抽出した（表‐3）。また,『名

所図会』での本文記述状況と挿絵描写状況も合わせて検討した。 

２）抽出した見所の性格 

「田丸城・田丸城下」は現在の三重県度会郡玉城町田丸の集落で

ある。道中案内には城郭があること,町であること,巡礼者が購入

できる物品が記述される。『名所図会』の挿絵には,巡礼者の物品

購入や,馬子,扇を振り上げ進む旅人,魚を商う人物,口論する人物

などが描かれ,町の賑わいと旅人の多さを示している。このように,

田丸は賑わう町として巡礼者に認識されていたものと考えられる。 

「蚊野の松原」は現在の三重県度会郡玉城町蚊野に存在した松原

である。道中案内の記述は名称を記すにとどまる。『名所図会』は

松茸の産地であることを示し,挿絵には松原への立入を禁止する

標柱や,巡礼者のほか地元住民と思われる人物が行き交う様子も

描かれる。これらから,蚊野松原はこの地域の生活に密着した松原

として巡礼者に認識されていたものと考えられる。 

「長者屋敷」は現在の三重県度会郡大紀町滝原の大紀町立大宮中

学校付近であると考えられる。道中案内の記述は「かつて長者が

いた所の野がある」という内容にとどまる。具体像を知るため,

近世の道中日記をみると,「長者ケ野とてむかし長者の住し屋敷跡

なるよし間口一町ほと奥行五六丁程有山■■の谷間なり原中に塚

二ツ有り長者の墓なりとそ（■は判読不能文字）」とするものがあ

る 22)。この記述からは,かつて長者の屋敷が存在しながら現在で

はそれが見られなくなっている,かつての繁栄を彷彿とさせる場

所として巡礼者に認識されていたものと考えられる。 

「伊勢紀伊国界」は,現在の三重県度会郡大紀町と北牟婁郡紀北

町の町境に所在する荷坂峠付近である。道中案内にはここが伊勢

国と紀伊国の国境で,ここから熊野であることが示され,境界を明

示する。『名所図会』では挿絵を付し,「東南の滄海渺々として,

紀の路の浦々遠近に連なり長嶋二江なんど眼前にありて風景言語

に絶す。」と記述し眺めを評価する。ここは伊勢山田以降初めて海

が見える地点であり,境界の認識を一層際立たせるものであった

と考えられる。このように,この地点は巡礼者に「境界」を認識さ

せるものであったと考えられる。 

「西行松」は,現在の三重県熊野市波田須町に所在した松である。

文献 1 は,「さがり松とて二本一所にはへ毎枝のさかりたる松あ

り」と記すのみであり,文献2も「峠にほうじの松有名木なり」と

あって,西行の名は記さない。しかし文献 3 では,「峠に西行の松

あり」と西行の記述が登場し,以降継続する。さらに今日では「自

らの才能の無さを嘆いた西行がこの松の場所で引き返した」とい

う伝承まで付与されている 23)。西行は 12 世紀に実際に熊野から

伊勢へ旅しており,この地にあった名木の松に 18 世紀頃に西行の

故事が付与されたと考えられる。このように「西行松」は巡礼者

に「旅の物語」を想起させるものであったと考えられる。 

「鬼が城」は現在の三重県熊野市木本町に所在する「熊野の鬼ヶ

城」である。道中案内の記述は大岩,岩窟であることを記し,文献

1は「おそろしき」という言葉を付す。一方,先述の「清水寺縁起」 

表‐3 道中案内における見所記載状況 

文献番号 1 2 3 4 5 6 7 
刊行年 

名称 
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 

田丸城・田丸城下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

蚊野の松原 ○ ○ ○ ○ 

長者屋敷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

伊勢紀伊国界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

西行松 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

親知らず子知らず ○ ○ ○ ○ ○ 

鬼が城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

あふま権現二王石 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

南海の眺望 ○ ○ ○ ○ 

図‐2 礼拝施設と見所の立地 
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では,坂上田村麻呂が征討した鬼の住居であるとされる。現地は,

東西 1.2 ㎞にわたって連なる熊野酸性岩の大岩壁と風波食によっ

て形成された岩屋が見られる特異な地形を呈する。つまり鬼が城

は自然地形に「鬼」の伝説が付加され,巡礼者におそろしき印象を

与える場所として認識されたと考えられる。 

「あふま権現二王石」は,現在の三重県熊野市井戸町に所在する,

獅子岩と呼ばれる岩塊とその南側にある岩塊のことである。道中

案内では「あふま権現の二王石」として記述され,宗教施設を巡礼

者に想起させるものであったと考えられる。 

「親しらず子しらず」は,現在の三重県熊野市から御浜町にかけ

て,熊野灘に流入する熊野宮川,井戸川,志原川,市木川,尾呂志川

の河口である。道中案内では難所の渡河地点で,親子でもお互いに

振り向く余裕がないほど危険な地点であるとして名称起源が語ら

れる。現地を荒天時に踏査すると,波は高く,浜へ出ることも危険

であることから,この地点が大きな旅の障害として認識されたと

思われる。つまり,「親しらず子しらず」は,旅の困難を示す場所

として巡礼者には認識されたと考えられる。 

「南海の眺望」は現在の三重県熊野市から御浜町にかけての七里

御浜からの海の眺めである。道中案内では海の眺めを絶景として

紹介し,狼煙台と中国船の漂着について紹介するものがある。すな

わち,太平洋の絶景を異国情緒と関連付けて巡礼者に認識させて

いるものと考えられる。 

３）見所の意味と立地 

 以上のように見所は,賑わい－暮らし－かつての賑わい－地理

的境界－物語－伝説－宗教－苦難－絶景－異国情緒,と展開する

演出内容を持っていることが判明した。すなわち,道中案内は,単

なる眺めを紹介するのではなく,物語性の強い日本の伝統的な風

景観である「意味の風景」24)をうみだしていると考えられる。 

さらに見所の立地について検討する。ここまでに把握した重要

な見所 9 箇所を,伊勢山田から熊野新宮までの縦断図に図示した

（図‐2,見所）。その結果,見所が集中して立地する箇所とほとん

ど立地しない箇所があることが判明した。見所の立地する箇所は,

伊勢紀伊国界と西行松を除き,地勢が比較的平坦で歩きやすい箇

所であり,山間を蛇行する大内山川を連続して 6 回越える連続川

越え区間や,間越峠や八鬼山峠などを連続して越える連続峠越え

区間など，地勢が険しく歩き難い箇所には見所がほとんどなかっ

た。つまり,これら見所は歩くのが容易で歩行に倦怠する箇所に立

地し,立ち止まって休息し気分を刷新させ,全行程における巡礼者

自身の位置を示す空間的仕掛けであったと考えられる。同時に連

続峠越え区間における峠などは,巡礼者が険しい地形に意識が集

中するため,見所としては成立しがたかったものと考えられる。 

以上のように,近世において,伊勢山田から熊野新宮までの街道

には,歩行が容易で倦怠しがちな区間に巡礼者を立ち止まらせて

気分を刷新させ,全行程において巡礼者自身の位置を示す空間的

仕掛けが存在し,それらは道中案内によって単なる眺めではない

意味の風景を与えられ,日常世界から非日常の世界への旅を演出

していたことが明らかとなった。 

４．まとめ 

 本稿は近世の熊野参詣道伊勢路に施された巡礼空間の装置性を

明らかにした。礼拝施設については，旅の行程1日毎に巡礼者を

礼拝施設に参詣させる空間的仕掛けが存在し,それらは道中案内

によって巡礼旅と関連付けられていた。見所については,歩行に倦

怠しがちな区間に巡礼者に気分を刷新させ,自身の位置を示す空

間的仕掛けが存在し,それらは道中案内によって意味の風景を与

えられ,日常世界から非日常の世界への旅を演出する意味を与え

られていた。礼拝施設と見所は空間的仕掛けと道中案内の情報の

組み合わせによって巡礼者の意識に変化を与えていたと考えられ

る。さらに,礼拝施設と見所の 2 つの要素は相互補完的であり，

一体となって巡礼路の「装置性」を構成し,伊勢山田から熊野新宮

までの全域を「熊野参詣道伊勢路」として巡礼者に認識させてい

たと考えられる。 

本研究はJSPS科研費 JP16K08125の助成を受けたものです。
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